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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 
 

平成２４年度第１回理事会議事録 
 

１．開催日時：平成２４年６月１１日(月) １２：３０～１４：１５ 

２．開催場所：八重洲富士屋ホテル「２階桜・東の間」 

３．理事・監事現在数及び定足数 ：理事現在数２３名、監事現在数２名、定足数１３名 

４．出席理事数 ：本人出席 １９名、出席監事数 ：本人出席 １名 

会    長 浅井  光昭 ダンロップ 副  会  長 石井  信成 那須野ヶ原 

副  会  長 三治    明 正眼寺 副  会  長 西村    潔 京阪 

常 務 理 事 笠原  泰夫 名古屋港・富浜 常 務 理 事 加藤  義孝 名古屋広幡 

常 務 理 事 菅野  孝男 八千代 常 務 理 事 林    一郎 千葉よみうり 

常 務 理 事 大田  英二 北神戸 常 務 理 事 藤下  亘理 よみうり 

常 務 理 事 森    章次 アオノ 専 務 理 事 島田  忠次 事務局 

理    事 伊藤  哲夫  理    事 久保田誠一  

理    事 小林  寛道  理    事 小林  弘実  

理    事 丹地  保堯  理    事 中元紘一郎 

理    事 雪野  智世  監    事 森田    敬 （理事１９名）

     （監事 １名）

（ 陪 席 者 ）      

特 別 委 員 西    治彦 八千代 特 別 委 員 久保田英示 正眼寺 

特 別 委 員 小野  和彦 小松 特 別 委 員 江田  文雄 下館 

特 別 委 員 六車洋二郎 ｺｰﾄ･ﾍﾞｰﾙ徳島 特 別 委 員 鶴田  浩司 森林公園 

陪    席 浅田  雅彦 北神戸 陪    席 髙嶋  哲夫 西神戸 

陪    席 竹田  憲雄 ダンロップ 陪     席 石橋    治 高松 

陪    席 三野  哲治 住友ゴム工業 陪    席 平山  伸子 （理事） 

陪    席 豊原  正嗣 （監事） 事  務  局 丸山  信久 事業委員長 

事  務  局 中村  知則 事務局 事  務  局 久保  拓二 事務局 

事  務  局 小路美智代 事務局 事  務  局 野上由美子 事務局 

（特別委員６名、陪席７名、事務局５名） 

５．欠席理事数 ：４名  欠席監事数： １名 

理    事 岡本  伸之  理    事 川田  達男  

理    事 木村  妙子  理    事 宮内    清 （理事 ４名）

監    事 下川  茂樹 奥津   （監事 １名）
 
６．会議概要： 

（１）事務局より定足数について、理事会の構成員数は理事２３名、監事２名、合計２５名である旨

の確認と、本理事会には理事１９名、監事１名、合計２０名の出席を得ている。従って定款第３

１条に定める成立要件を充足しており、本理事会は有効に成立している旨の報告があった。 

（２）次いで、浅井会長が公益社団法人日本パブリックゴルフ協会平成２４年度第１回理事会の開

会を宣言した。 

（３）定款第３０条に基づき浅井会長が議長に就任する旨の宣言、並びに定款第３２条に基づき議

事録署名人に森田敬監事を指名し、議場に諮った処満場一致で承認された。 

  次いで、議事進行役に島田専務理事を指名し早速議事に入った。 

 

Ⅰ．決議事項: 
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第１号議案：役員改選（案）承認の件 

藤下総務委員長より、第１号議案「役員改選（案）承認の件」について、定款第２４条により役員

の任期は２年と定められており、本年度は役員の改選期に当たるので以下の通り理事、並びに監

事候補者（案）、並びに定款第４２条に従い顧問候補者（案）の審議要請があり、島田議事進行

役が議場に質疑の有無を質した上、第１号議案を議場に諮った処原案通り議決承認した。 

次いで、被選出者全員よりその就任につき承諾する旨の発言があった。また、欠席の被選出者

（斉藤毅理事）については、予め徴求した就任承諾書によりその就任を確認している旨の報告が

なされた。 

また、浅井理事より、本社員総会後直ちに開催される平成２４年度第２回理事会終了時を以っ

て、理事辞任の申し出があり、また理事辞任後は顧問に就任する旨承認された。 

１．理事候補者（案） 

理  事   石井  信成  （那須野ヶ原） 

理  事   小野  和彦  （小松） 

理  事   笠原  泰夫  （名古屋港） 

理  事   加藤  義孝  （名古屋広幡） 

理  事   久保田英示  （正眼寺） 

理  事   斉藤    毅  （那須野ヶ原） 

理  事   三治    明  （正眼寺） 

理  事   三野  哲治  （住友ゴム工業株式会社） 

理  事   島田  忠次  （事務局） 

理  事   西    治彦  （八千代） 

理  事   西村    潔  （京阪） 

理  事   林    一郎  （千葉よみうり） 

理  事   藤下  亘理  （よみうりウエスト） 

理  事   六車洋二郎  （コート・ベール徳島） 

理  事   森    章次  （青野運動公苑アオノ） 

理  事   伊藤  哲夫 

理  事   木村  妙子 

理  事   久保田誠一 

理  事   小林  寛道 

理  事   小林  弘実 

理  事   中元紘一郎 

理  事   平山  伸子 

理  事   雪野  智世  

理  事   浅井  光昭                   （以上２４名） 

２．監事候補者（案） 

監  事   大田  英二  （株式会社チュウブ） 

監  事   菅野  孝男  （八千代） 

監  事   豊原  正嗣  （税理士）            （以上３名） 

３．顧問候補者（案） 

顧  問   石井  幸成  （那須野ヶ原） 

顧  問   丸山  信久                    （以上２名） 

 

第２号議案：役付理事（案）承認の件 

藤下総務委員長より、第２号議案「役付理事（案）承認の件」について、定款第２０条に従い役

付理事、いわゆる会長、副会長、常務理事の選任、並びに委員会規程第５条に従い、各委員会

の正副委員長に関して審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第２

号議案を議場に諮った処原案通り議決承認した。 
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会長（代表理事） 三野  哲治 (住友ゴム工業株式会社) 

副 会 長 全国競技委員長      石井  信成 (那須野ヶ原)  

副 会 長 全国事業委員長 三治    明 (正眼寺)  

副 会 長 全国ハンディキャップ委員長 西村    潔 (京阪)  

常務理事 全国総務委員長 藤下  亘理 (よみうりウエスト) 

常務理事 全国財務委員長 笠原  泰夫 (名古屋港・富浜) 

常務理事 全国事業副委員長 林    一郎 (千葉よみうり) 

常務理事 全国事業副委員長 加藤  義孝 (名古屋広幡)  

常務理事 全国事業副委員長 六車洋二郎 (コート・ベール徳島) 

常務理事 全国競技副委員長 斉藤    毅 (那須野ヶ原)  

常務理事 全国競技副委員長 久保田英示 (正眼寺) 

常務理事 全国競技副委員長 森    章次 (青野運動公苑アオノ) 

常務理事 全国ハンディキャップ副委員長 西    治彦 (八千代) 

常務理事 全国ハンディキャップ副委員長 小野  和彦 (小松) 

専務理事  島田  忠次 (事務局)     

（以上１５名） 

 

第３号議案：代表理事選任の件 

藤下総務委員長より、第３号議案「代表理事選任の件」について、定款第２０条に基づき、会長

を一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とすると定めている。第２号議案

で会長に選任された三野哲治氏を、代表理事に選任したい旨の審議要請があり、島田議事進行

役が議場に質疑の有無を質した上、第３号議案を議場に諮った処原案通り議決承認した。 

代表理事候補者（案） 会長 三野 哲治 

 

第４号議案：平成２３年度事業報告（案）承認の件 

丸山事業委員長より、第４号議案「平成２３年度事業報告(案)承認の件」について、定

款第３５条に基づき議案説明後審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質

した上、第４号議案を議場に諮った処原案通り議決承認した。 

【議案説明要旨】 

事業報告（案）は６部構成とし、以下の内容を記載した。 

１．「はじめに」 ：公益社団法人の認定、今後の事業活動方針の決定、創立５０周年記念事

業、東日本大震災に対する復興支援活動、事業活動の概要、会議開催実績、会員の状況

及び会員数推移 

２．「公益目的事業１ ゴルフ競技会開催事業」 ：ゴルフ競技会開催実績の詳細 

３．「公益目的事業２ ゴルフ普及振興事業」 ：セミナー・研修事業、業界他団体との交流・協

力事業、並びに調査研究事業 

４．「収益事業 ハンディキャップ普及振興事業」 ：JGA ハンディキャップの普及状況、並びに

JGA コースレート査定事業 

５．「その他事業 助成金事業」 ：業界２団体に対する助成金拠出事業 

６．「むすび」 ：総括 

 

第５号議案：平成２３年度財務諸表及び附属明細書並びに財産目録（案）承認の件 

笠原財務委員長より、第５号議案「平成２３年度財務諸表及び附属明細書並びに財産目

録(案)承認の件」について定款第３５条に基づき議案説明、並びに森田監事の監査報告後

審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第５号議案を議場に諮

った処原案通り議決承認した。 

【議案説明要旨】 
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平成２３年度決算の経常増減の部は、経常収益２００,７２２千円（予算比５,３３４千円）、経常費用

１９５,０８４千円（同▲２,８６０千円）、当期経常増減額５,６３８千円（同＋２,４７４千円）の黒字。経常

外増減の部は、経常外収益ゼロ（予算比ゼロ）、経常外費用として５０年史製作費２,５０６千円（予

算比▲５０６千円）を計上、当期経常外増減額２,５０６千円（同▲５０６千円）の赤字。 

この結果、当期正味財産増減額は３,１３２千円（同＋１,９６８千円）の黒字となった。収支好転 

の要因は、競技参加者人数が予算比で予算を上回ったことに伴う競技参加料の収入増加が主

因である。 

 

第６号議案：新規入会賛助会員承認の件 

藤下総務委員長より、第６号議案「新規入会賛助会員承認の件」について議案説明後審

議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第６号議案を議場に諮っ

た処原案通り議決承認した。 

１.新規入会賛助会員 

 

 

 

 

株式会社レオパレス２１ 

所在地 東京都中野区本町２－５４－１１ 

設立年月日 昭和４８年８月１７日 

資本金 ５６５億６,２８７万円 

代表者 代表取締役社長 深山 英世 

会員代表者 取締役常務執行役員 三池 嘉一 

主たる事業 不動産建築・賃貸管理及び販売 

リゾート施設の開発・運営、ホテル事業 

ブロードバンド通信事業、介護事業 

従業員数 ５,３６１名 

（１）入会日 ：平成２４年６月１１日 

  （２）入会金、年会費は「入会金及び会費規則」に従い下記の通り 

    入会金：５０千円 

    年会費：（１）初年度年会費：１５０千円［２００千円×９/１２ヶ月］ 

（２）２年目以降：２００千円 

【質疑応答】 

林 常 務 理 事：レオパレス２１が、賛助会員として入会した経緯は何か。また、賞品提供等具体的 

な話があるのか。 

島田専務理事：同社の概要はレジメの通り。特にグアムにリゾート施設（ゴルフ場及びホテル）を保 

有しており、ＰＧＳ会員にＰＲすることで利用者の増加、ひいては経営の効率化を 

指向するもの。また、グアムで競技会を開催しており、当協会競技と連携をしたい 

旨の希望を持っている。協会としては、例えばスポンサー杯開催の可否、競技の 

協賛を得て賞品提供を受ける等、メリットが得られるよう提案している。具体的な賛 

助会員としての活動に関しては今後の問題、夏の合同運営委員会の議題として 

は如何か。 

 

第７号議案：事業承継承認の件 

藤下総務委員長より、第７号議案「事業承継承認の件」について、前橋ゴルフ場より運

営会社変更の届出があった。「入会・退会等に関する規程」第６条３項に基づき、新正会

員に対して会員資格の承継、並びに入会金・会費の全額免除の特例措置に関して議案説明

後審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第７号議案を議場に

諮った処原案通り議決承認した。 

 

前橋ゴルフ場 

群馬県前橋市川原町

所在地 群馬県前橋市力丸町４９１－１ 

新会員名 株式会社フレッセイ 

代表者 代表取締役社長 植木 威行 
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1-42-4 会員代表者 支配人       佐藤 宏  （変更なし） 

旧会員名 群馬県企業局 

 

第８号議案：平成２５年度競技日程一部承認の件 

丸山事業委員長より、第８号議案「平成２５年度競技日程一部承認の件」について、平

成２５年度競技日程は平成２３年度第４回理事会(平成２４年３月１５日開催)にて、担当

地区は決定済みである。その後、各地区より地区決勝並びに全日本の開催会場・日程に関

して推薦があり、下記の通り提案並びに審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の

有無を質した上議場に諮った処原案通り議決承認した。 

１．平成２５年度全日本 

競技 担当地区 開催会場 開催日程（案） 

パ選  (男子) 西日本 よみうりウエスト 25. 6. 5（水） ～   6（木） 

パ選  (女子) 中部日本 アリジ 25. 5.29（水） ～ 30（木） 

ミッドアマ(男子･女子) 西日本 ベアズパウ 25. 9. 4（水） ～  5（木） 

シニア(男子・ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ・女子) 東日本  25.10.16（水） ～ 17（木） 

２．平成２５年度地区決勝 

競技 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 

パ選  (男子) 

（A 地区) 

 

 

 

 

グランシエロ 

(関西) 

グランドオーク 

 

 

 

 

（B 地区） 

 

(中国) 

水島 

（C 地区） 

 

(四国) 

徳島 

―― 
(九州) 

鞍手 

パ選  (女子)  グランシエロ 武庫ノ台 ―― 

ミッドアマ 

（男子･女子） 

（A 地区) 

 

 

（未定） 

 

ダンロップ 

 

 

（B 地区） 

 

シニア 
(男子・ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ・女子) 

 森林公園 岡山空港 ―― 

ダンロップ杯  正眼寺 北神戸 ―― 

ブリヂストン杯  名古屋広幡 姫路シーサイド ―― 

グランドマンスリー  名古屋港 滋賀甲南 ―― 

ドリーム・エイジ  定光寺 西神戸 ―― 

 （注）平成２５年度競技日程は、平成２４年度第３回理事会にて最終決定する。 

 

第９号議案：PGS 名義後援承認の件 

丸山事業委員長より第９号議案「ＰＧＳ名義後援承諾の件」について、下記競技主催者

よりＰＧＳ名義後援依頼があり、後援競技会のガイドライン規則第６条により承認した

旨の報告、並びに追認に関して審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質

した上議場に諮った処原案通り議決承認した。 

（後援承認競技） 

競技 主催者 

１． 日刊アマゴルフ２０１２ 

全日本シングルプレーヤーズゴルフ選手権北海道大会 

北海道日刊スポーツ新聞社 
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全日本レディースゴルフ選手権北海道大会 

２．第３４回 ALL KANSAI テレビ・アマチュアゴルフ選手権 株式会社サンテレビジョン 

３．日本芝草研究開発機構創立２０周年記念事業 特定非営利活動法人 

日本芝草研究開発機構 

 

Ⅱ．報告事項  

第１号議案：平成２４年度ミッドアマ参加申込人数（暫定）の件 

丸山事業委員長より第１号議案「平成２４年度ミッドアマ参加申込人数（暫定）の件」、並びに平

成２４年度パ選参加申込人数に関して、以下の通り報告があった。 

【パ選参加申込人数】 

男子：６，１６９名、女子：７８４名、合計６，９５３名（前年比２９名、０．４％減） 

（注）平成２４年度参加人数は、北海道・青森地区を除く 

【ミッドアマ参加申込人数】 

１．全体感：前年同日比で▲３０８名、５．７％減 

（１）２３年度（６/５現在） ５，７３３名 

（２）２４年度（６/５現在） ５，４２５名 

 平成２３年度最終は５，９７６名 ⇒平成２４年度は５，６００名を見込めるか。 

２．男女別：男子４，８９４名（前年比２３１名、 ４．７％減） 

女子  ５３１名（前年比  ７７名、１４．５％減） 

３．地区別： 

  男子 前年度比 女子 前年度比 合計 前年度比

東日本 ２，２７９ ▲１４５ ２３４ ▲７９ ２，５１３ ▲２２４

中部日本 １，０６２ ▲２２ １０４ ▲１１ １，１６６ ▲３３

西日本 １，４８０ ▲６６ １９３ １３ １，６７３ ▲５３

北海道・青森 ７３ ２ ０ ０ ７３ ２

合計 ４，８９４ ▲２３１ ５３１ ▲７７ ５，４２５ ▲３０８

・北海道・青森地区：男子増加、東日本地区：男女減少、中部日本地区：男女減少、西日本

地区：男子減少・女子増加 

４．開催コース数（会員コース数８４コース：東３１、中部１１、西３７、北・青５） 

  
２４年度 ２３年度 合計 増減 

男子 女子 男子 女子 ２４年度 ２３年度 男子 女子 

東日本 ３０ １３ ３１ １８ ４３ ４９ ▲１ ▲５

中部日本 １０ ７ １０ ７ １７ １７ ０ ０

西日本 ３４ １６ ３５ １７ ５０ ５２ ▲１ ▲1

北海道・青森 ３ ― ３ ― ３ ３ ０ ０

合計 ７７ ３６ ７９ ４２ １１３ １２１ ▲２ ▲６

・要望：男子部門の全コース開催には至っていない。開催中止となったコースも見受けられる 

ため、各地区あるいは近隣コースと協力体制を組んだ上集客願いたい。 

 

第２号議案：ミッドアマ地区決勝・全日本エントリー枠割当の件 

丸山事業委員長より第２号議案「ミッドアマ地区決勝・全日本エントリー枠割当の件」に関して、 

以下の通り報告があった。  

【報告概要】 

参加者人数割合で極端に女性比率が低い点は例年と同じ傾向であり、また女子地区決勝・全

日本にて欠場者が出た場合、競技不成立の懸念も従来同様の問題点である。従って、従来の

競技方法を踏襲し、エントリー枠は合計１８０名、男子１４４名、女子３６名とする。 

  １．地区決勝 
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   （１）エントリー人数１８０名 ：男子１４４名、女子３６名 

   （２）各予選コースの地区決勝進出人数の配分 ：男女毎の参加人数比。地元開催枠の設置 

                                       は各地区競技委員長の判断 

  ２．全日本 

   （１）エントリー人数２００名 ：男子１６０名、女子４０名 

   （２）地元開催枠（基準枠１８０名の１０％） ：西日本地区に男子１４名、女子４名 

   （３）シード選手 ：男女各１名、計２名 

   （４）一般枠 ：男女合計１８０名、男子１４５名、女子３５名 

一般枠の各地区への配分は、男子、女子別の参加者人数総数の人数比 

割当人数は、６月２０日を目処に決定。 

単位：人 

 
合計 

男子 女子 

東日本 中部日本 西日本 東日本 中部日本 西日本

地元開催枠  １８ ― ― １４  ― ４ 

シード選手   ２ １ ― ― １ ― ― 

一般枠 １８０ １４５ ３５ 

合計 ２００ １６０ ４０ 

  （注）一般枠の地区別割当 ：男女別に総申込人数比により配分  

 

第３号議案：平成２４年度第１回全国運営委員会開催の件 

丸山事業委員長より第３号議案「平成２４年度第１回全国運営委員会開催の件」について、 

下記の通り開催する旨の報告があった。 

  １．開催日・場所 ：平成２４年８月２４日（金） メルパルク名古屋（愛知県） 

  ２．議案      ：（１）「今後の事業活動基本方針」の具体的推進策検討 

（２）平成２５年度競技改正点 

各委員会は附議議案を事務局までご連絡願いたい。 

 

第４号議案：ＰＧＳニュースの委託業者決定の件 

事務局より第４号議案「ＰＧＳニュースの委託業者決定の件」について、平成２３年度第４回理事

会の審議結果を受け、ＰＧＳニュース委託先について新たに他３社から見積りを徴求した。その結

果、前回理事会提案の株式会社ヌーベルインターナショナルを委託先に決定した旨、報告があっ

た。 

１・見積り結果                               単位：千円 

見積り先 見積額 

株式会社ヌーベルインターナショナル ２，１４２ 

株式会社ゴーゴル ２，４００ 

株式会社ＡＬＢＡ ３，２１３ 

株式会社バリューゴルフ ４，７４８ 

２.委託先   ：株式会社ヌーベルインターナショナル 

             住所 〒104-0061 東京都中央区銀座 1-14-10 松楠ビル 8 階 

             代表 荒井 聡 〔日本ゴルフジャーナリスト協会会長、（社）日本ゴルフトー 

ナメント振興協会広報担当〕 

 

第５号議案：全日本パ選（男女）テレビ放映の件 

事務局より第５号議案「全日本パ選（男女）テレビ放映の件」について、放送日時が下記の通り

決定した旨、報告があった。 

【報告概要】 
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６月６日紫あやめ３６で開催された全日本パ選、並びに５月３１日八千代ゴルフクラブで行われ

た全日本女子パ選を収録。 

番組の構成については、①会長インタビューを含めた当協会について、②パ選大会概要、③

開催コース紹介、④プレー＆優勝者インタビュー、⑤競技成績 

回数 放送日 放送時間 回数 放送日 放送時間 

１ ７月 ２日（月） ２２：３０～２３：００ ２ ７月 ７日（土） １５：００～１５：３０

３ ７月１２日（木） １７：３０～１８：００ ４ ７月１５日（日） １１：００～１１：３０

５ ７月２３日（月） ２３：３０～２４：００    

 

第６号議案：ＪＧＡアマチュアランキング創設の件 

事務局より第６号議案「ＪＧＡアマチュアランキング創設の件」について、公益財団法人日本ゴル

フ協会（JGA）では、世界アマチュアランキングを参考にＪＧＡ主催競技並びに国内ゴルフ関連団

体主催競技を対象としたＪＧＡアマチュアランキングを創設、また当協会主催の全日本パ選（男

女）が対象競技となった旨の報告があった。 

 

第７号議案：５０年史「ＰＧＳのあゆみ」発刊の件 

藤下総務委員長より第７号議案「５０年史「ＰＧＳのあゆみ」発刊の件」について、平成２４年５月

２４日に完成し、既に関係各位に発送した旨の報告があった。 

１．「ＰＧＳ５０年のあゆみ」制作部数  １,２００冊（会員コース：各２冊発行済） 

２．製作費用   （１)製作費      ９，６３０千円（＠８,０２５円） 

(２)その他諸費用   会議費、発送費等 

 

第８号議案：東日本大震災義援金活動の件 

事務局より第８号議案「東日本大震災義援金活動の件」について、平成２２年度第５回理事会

（平成２３年３月１７日開催）で承認された、東日本大震災義援金活動について報告あった。なお、

当義援金活動は、グリーン・ティ・チャリティー(ゴルフ界２０団体の復興支援活動、平成２３年４月ス

タート)の一環であり、平成２６年３月までの３ヵ年事業となる。 

１．平成２４年４月末現在義援金累計額 ４９コース １６,５２１,３００円 

 

第９号議案：グリーン・ティー・チャリティー支援金使途の件 

島田専務理事より第９号議案「グリーン・ティー・チャリティー支援金使途の件」について、支援

金の使途に関して連絡があった旨を報告あった。 

１．原資：支援金募金活動とチャリテーグッズ販売の収支差額の一部 ３,０００万円 

２．使途：被災地区ゴルフ場支援チャリティー・ゴルフコンペ事業 

（１）岩手・宮城・福島３県のゴルフ場で、１０,０００人動員を目標としたチャリティー・ゴルフ 

コンペの開催 

（２）２,７００万円は賞品（商品券、他に諸経費３００万円）に充当し、被災地の経済活性化

を期待 

（３）コンペ参加料（２,０００円）の内、１,０００円はグリーン・ティー・チャリティー募金に充当 

 （参考）ＧＴＣ義援金募集額（平成２３年１２月末現在）           （単位：千円） 

１．ＧＴＣ支援金     ３６,１８２（支援金２６,５３２、グッズ販売９,６５０） 

２．ＪＧＡ関係団体  １,５２１,１３８（地区連絡、都道府県ゴルフ団体、ＪＧＡ非加盟ゴルフ場） 

３．合計           １,５５７,３２０ 

第１０号議案：寄附金受入報告の件 

事務局より第１０号議案「寄附金受入報告の件」について、「平成２３年度第４回理事会（平成２

４年３月１５日開催）報告以降、下記の通り寄附金６件、計１８５千円の受入があったので、報告あ

った。 
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平成２４年度分（６件：１８５千円）                      （敬称・金額省略、五十音順） 

浅井 光昭 （吹田市） 岡村 平     （横浜市） 榊原 大介  （狛江市） 

島田 忠次 （町田市） 丸山 せつ子  （川崎市） （株）縁    （福岡市） 

寄附金受入累計額                                       単位：千円 

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 合計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

２ ５１ ２５ ７６１ ６ １８５ ３３ ９９７ 

 

第１１号議案：ＮＰＯ法人日本ジュニアゴルファー育成協議会に対する助成金の件 

島田専務理事より、第１１号議案「ＮＰＯ法人日本ジュニアゴルファー育成協議会に対する助成

金の件」について、平成２３年度第４回理事会（平成２４年３月１５日開催）において、当該助成金

の今後の見通し（永続性、当協議会及び助成金拠出団体双方の状況変化の勘案等）、当協議会

に照会することを条件に拠出を留保する旨承認されたが、資料の通り照会状を発信した旨の報告

あった。当協議会は５月２４日開催の執行委員会にて議論、その後、理事会に附議するとの回答

を得ている旨の報告があった。 

 

第１２号議案：ＪＧＡより謝罪文（パ選女子：鬼頭選手）受領の件 

島田専務理事より、第１２号議案「ＪＧＡより謝罪文（パ選女子：鬼頭選手）受領の件」について、 

ＪＧＡより女子ナショナルチームの鬼頭桜選手（愛知県美濃加茂高校２年）は、その後トルコアマ

チュオープンゴルフ選手権（５月３０日～６月３日：トルコ）への派遣が決定し、止むを得ず欠場せ

ざるを得ない旨の謝罪文を受領した旨報告があった。 

 

第１３号議案：ゴルフ場利用税撤廃署名運動の件 

事務局より、第１３号議案「ゴルフ場利用税撤廃署名運動の件」について、平成２４年１月１３日

開催の「日本ゴルフサミット会議」では、平成２４年活動方針の一つとして「ゴルフ場利用税撤廃運

動」の継続を決定した。この決定に基づき、既に全ゴルフ場に対して日本ゴルフ関連団体協議会

より、署名運動に協力方依頼（日本ゴルフ場支配人会連合会経由）があったものと思われるが、会

員各コースにおかれては、当運動のご理解と署名運動に関して協力を依頼したい。 

１．署名運動期間  ：平成２４年５月１日（火）～６月３０日（土） 

２．目標署名者数  ：２００万人（各ゴルフ場２,０００名以上を目標） 

３．集計        ：７月末 

なお、日本ゴルフ関連団体協議会（日本ゴルフサミット会議におけるゴルフ場利用税撤廃運動

推進母体）は、５月１１日付で民主党に対して、「ゴルフ場利用税」の廃止を求める要望を提出した

旨、併せて報告あった。 

以上 

以上を以って、平成２４年度第１回理事会の全議案を審議し、いずれも原案通り議決承認された

旨の報告後、島田議事進行役が議場に対して議事進行の協力に謝した。 

７．閉会挨拶 

次いで、浅井会長より閉会挨拶があった。 

８．閉会宣言 

浅井会長が、平成２４年度第１回理事会・第１回合同委員会の閉会を宣言し終了した。 

以上 
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上記の議事を確認するため、議長及び議事録署名人は、次の通り署名押印する。 

 

 

 

 

 

平成２４年６月２０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

 

議長（代表理事）     浅 井  光 昭   印 

 

 

                        議事録署名人（監事）  森 田    敬    印 


